
定 例 公 安 委 員 会 開 催 概 要

１ 開催日

令和５(2023)年８月23日

２ 開催内容

次の議題について、警察本部から説明・報告がなされ、決裁等が行われた。

■全体会議

【公安委員会から】

冒頭、委員から、

「ある新聞で「ドイツが大麻の合法化を閣議決定」という記事が掲載されていた。流通

を管理することで、闇市場における粗悪品の取引や薬物関連の犯罪を防ぐことがねらい

で、18歳以上の成人であれば25グラムまで所持できるようであった。日大アメフト部の

合宿所における大麻所持事件が連日ニュースとなっているが、大学生は好奇心で大麻を

所持したり栽培しているケースが見られるが、大麻の危険性について知らなすぎるので

はないかと感じており、大麻がなぜ恐ろしいのか、なぜ規制されているのか、もう少し

社会に対して啓発する必要があるのではないか。ほかにも、清朝末期のアヘンについて

も記事が掲載されていた。自分たちも薬物の危険性に関して正しく知識を得たいと思っ

ているので、さらなる広報活動も必要だと思う。」

旨の発言があった。

【生活安全部議題】

○ 第46回さんさ踊り祭典雑踏警備結果について

警察本部から、「第46回盛岡さんさ踊りは、令和５年８月１日火曜日から同月４日金曜

日までの４日間、盛岡市中央通において実施され、参集人員は主催者発表で113万8,000人

であった。盛岡東警察署長を長とした警備体制を確立した上で雑踏警備を実施し、車輌進

入テロ防止対策のため、管機バス、車輌強制停止装置等を設置し対応した。

雑踏事故はなかったが、県庁東側道路において、露天で使用のガスバーナーの火が植木

に燃え移った火災が発生したが、大事には至らなかった。」旨の報告があった。

《 委員発言 》

「県庁と公会堂の間の火災については、パレードには影響がなかったが、一瞬すごい

煙と炎が上がって、そばに居た人達はかなり驚いたようだった。今後、秋祭りや盛岡

シティマラソンといった行事が続くので、関係者には特に注意して欲しいと思う。



○ 警察庁指定広域技能指導官（通信指令）による実践指導の実施結果について

警察本部から、「令和５年７月18、19日に警察本部及びオンライン受講により実施され、

計46人が受講した。講師は、警察庁指定広域技能指導官であり、現在も神奈川県警通信指

令課で指令業務に従事している現職警部であり、座学では、通信指令業務の基本や実際の

110番通報の音声の紹介、失敗事例の紹介、実技指導では、完全ブラインド方式による実

践的訓練により指導していただいた。参加者からは、通信指令業務の重要性を改めて見直

す良い契機になった等の感想が寄せられ、非常に有意義な研修となった。」旨の報告があった。

【交通部議題】

○ 第53回県下白バイ安全運転競技大会の開催について

警察本部から、「この大会は、白バイ乗務員の受傷事故防止に資するための運転技術向

上と、士気高揚、そして隊員の融和団結を図ることを目的に執り行うものである。競技種

目は、９月８日にトライアル走行操縦競技、９日にバランス走行操縦競技及び傾斜走行操

縦競技、いわゆるスラローム競技を行う。トライアル走行操縦競技については、舗装され

ていない自然の地形に、大岩、倒木、ヒューム管、Ｕ字溝を配置したコースを走行させ、

足つきやコース逸脱等をすることなく走行するもの、バランス走行操縦競技については、

パイロンスラローム、８の字旋回、小道路旋回で構成され、速いタイムで走り抜ける応用

バランスコースと、一定時間以上で走行することを義務づけた一本橋コース及び遅乗り台

コースで構成される。傾斜走行操縦競技については、平坦な路面にＳ字、クランク等を設

定したコースを、より速いタイムで走り抜けるものである。

出場する選手は、特別訓練員やその経験者による第１部、白バイ乗務歴１年以上の者に

よる第２部、そして今年から白バイ乗務員になった者による新任隊員の部とで区分けし、

成績が優秀な団体及び個人に対して表彰を行う。なお、本大会は、５年振りに一般公開で

行うほか、二輪車事故防止対策の一環として、白バイ隊員による一般ライダー向けの安全

運転講習会も併せて開催予定としている。」旨の報告があった。

《 委員質疑 》

「第１部に出場する白バイ特別訓練員や特別訓練員経験者の経験年数は如何か。」

→本部発言

「第１部に出場予定の現役の白バイ特別訓練員は３年目の選手が最長であり、特別訓

練員経験者は30代で、昨年又は一昨年まで３年間に渡り特別訓練員を務めた選手が最

長である。」

《 委員質疑 》

「希望すれば、ずっと白バイに乗務できるのか。」

→本部発言

「特に年齢制限は設けられておらず、一定の技術力が保持されていれば白バイ乗務

を継続でき、現に40代以上の白バイ乗務員もいる。また、人事異動により、白バイ

乗務を経て警察署交通課などで勤務する者もいる。」



【警備部議題】

○ 第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会ご臨席等に伴う行幸啓警衛に係る本県警察職

員の特別派遣について

警察本部から、「天皇皇后両陛下は、第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会御臨席

等のため北海道に行幸啓になる。行幸啓警衛の万全を期すため、北海道公安委員会から当県公

安委員会に対して警察職員の援助要求がなされたことから、本県警察職員を特別派遣しよう

とするものである。」旨の説明があり、決裁した。

【その他】

○ 刑事部長から、業務報告があった。

■個別会議

○ 運転免許課

道路交通法改正に伴う審査基準等の改正についての説明、決裁

指定自動車教習所に対する行政処分（監督命令）についての説明、決裁

免許取消等処分関係で意見の聴取結果等についての説明、決裁

自転車乗車用ヘルメット着用率全国調査の結果についての報告

○ 県民課

県警察に係る外部通報の措置結果についての報告


